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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源を収納し、開口部を有する器具本体と；
　器具本体の開口部に開閉可能に配設され、端部の位置を合わせて内面全体に保護膜が接
着された透光性カバーと；
　器具本体の開口部を閉塞する透光性カバーを器具本体に係止する係止手段と；
　器具本体の開口部を閉塞した透光性カバーで押圧されることにより、透光性カバーの内
面側全周に圧着するとともに透光性カバーの外周面に少なくとも一部が回り込んで透光性
カバーの外周面に圧着するパッキングと；
　を具備していることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　透光性カバーに圧着するパッキングの面に複数のひだ部が周方向に沿って形成されてい
る
　ことを特徴とする請求項１記載の照明器具。
【請求項３】
　保護膜の屈折率は、空気の屈折率と透光性カバーの屈折率との間の値にある
　ことを特徴とする請求項１または２記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、密閉構造の照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、トンネル用の照明器具の透光性カバーは、耐熱性、気密性などの特性を
有するガラス材料が用いられることが多い。しかしながら、ガラス材料であるために外部
からの衝撃や振動などにより割れてしまうおそれがある。
【０００３】
　そこで、透光性カバーの内面に接着層を介して保護膜を接着することにより、透光性カ
バーが割れた場合でも割れた透光性カバーが保護膜に接着した状態に維持されるため、割
れた透光性カバーが飛散するのを防止している。この場合、保護膜の端部は、透光性カバ
ーの端部に沿って切断されるか、透光性カバーの表面側まで折り返して切断されている（
例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００５－１６６６２８号公報（第３－５頁、図２－３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、透光性カバーの内面に保護膜を接着した構造では、保護膜の端部が外部
に露出し、透光性カバーと保護膜の端面との間に水分が浸入するおそれがある。透光性カ
バーと保護膜の端面との間に水分が浸入すると、透光性カバーに保護膜を接着している接
着層の接着力が弱まり、この接着層の接着力が弱まった部分は経時変化とともに拡大し、
そして、透光性カバーの破損時に、接着力が弱まった部分で割れた透光性カバーの小片が
飛散してしまう。
【０００５】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、透光性カバーと保護膜の端部との間へ
の水分の浸入を防止でき、透光性カバーが割れた場合の保護膜による飛散防止機能を維持
できる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の照明器具は、光源を収納し、開口部を有する器具本体と；器具本体の開
口部に開閉可能に配設され、端部の位置を合わせて内面全体に保護膜が接着された透光性
カバーと；器具本体の開口部を閉塞する透光性カバーを器具本体に係止する係止手段と；
器具本体の開口部を閉塞した透光性カバーで押圧されることにより、透光性カバーの内面
側全周に圧着するとともに透光性カバーの外周面に少なくとも一部が回り込んで透光性カ
バーの外周面に圧着するパッキングと；を具備しているものである。
【０００７】
　光源は、例えば、蛍光ランプ、メタルハラルドランプや高圧ナトリウムランプなどの高
圧放電ランプ、無電極放電ランプのような放電ランプ、ハロゲンランプのような電球など
、いずれでもよい。
【０００８】
　器具本体は、例えば、正面全体を開口部としてもよく、この開口部の内側周辺部にパッ
キングが配設されるとともに開口部と同形状の透光性カバーで開口部が開閉可能に閉塞し
てもよい。
【０００９】
　透光性カバーは、例えば、青板ガラスやフロート強化ガラスなどのガラス材料、ポリカ
ーボネイトのような透光性プラスチック材料などで形成してもよい。保護膜は、例えば、
透光性カバーが割れた場合に飛散するのを防止する飛散防止膜の機能を有し、フッ素樹脂
フィルムなどが用いられ、耐熱性接着剤などの接着層を介して透光性カバーの内面に接着
される。この透光性カバーの外表面は清掃時にブラシが当接して摩擦されたり、小片が飛
散して衝突することなどによって傷付きやすいことから、保護膜は透光性カバーの内面に
接着している。
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【００１０】
　係止手段は、透光性カバーを器具本体に開閉可能に支持するヒンジと、透光性カバーを
器具本体の開口部に閉塞した状態で係止するフックとで構成してもよく、係止する際に透
光性カバーを器具本体の開口部側に押圧して透光性カバーをパッキングに圧着させること
が好ましい。透光性カバーには枠などを設けず、ヒンジやフックを直接取り付けてもよい
。
【００１１】
　パッキングは、例えば、シリコーン樹脂製で、器具本体の開口部を閉塞した透光性カバ
ーで押圧されることにより、透光性カバーの周辺部全周に圧着して弾性変形する。この弾
性変形によってパッキングの少なくとも一部が透光性カバーの外周面にも回り込んで圧着
し、保護膜の端部がパッキングに埋もれるようになる。
【００１２】
　そして、係止手段で器具本体の開口部を閉塞した透光性カバーを器具本体に係止するこ
とにより、この透光性カバーで押圧されるパッキングが透光性カバーの内面側全周に圧着
するとともに透光性カバーの外周面に少なくとも一部が回り込んで透光性カバーの外周面
に圧着するため、保護膜の端部がパッキングに埋もれ、透光性カバーと保護膜の端部との
間への水分の浸入が確実に防止され、保護膜による透光性カバーが割れた場合の飛散防止
機能が維持される。
【００１３】
　請求項２記載の照明器具は、請求項１記載の照明器具において、透光性カバーに圧着す
るパッキングの面に複数のひだ部が周方向に沿って形成されているものである。
【００１４】
　これにより、器具本体の開口部を閉塞した透光性カバーでパッキングが押圧された際に
、各ひだ部の部分での透光性カバーに対する圧着力が高まり、透光性カバーの外周面への
回り込みが容易になり、パッキングによる密閉性能が向上する。
【００１５】
　請求項３記載の照明器具は、請求項１または２記載の照明器具において、保護膜の屈折
率は、空気の屈折率と透光性カバーの屈折率との間の値にあるものである。
【００１６】
　空気の屈折率と透光性カバーの屈折率との間の値に屈折率にある保護膜により、空気と
透光性カバーとの界面における屈折率差が小さくなり、光の干渉作用による光の反射を防
止し、照明器具から取り出される光の取出効率を向上させる。
【００１７】
　保護膜の屈折率は、空気の屈折率が１、透光性カバーがガラス材料の場合の屈折率が約
１．５であるため、１．２～１．４の範囲内にあることが好ましい。この屈折率１．２～
１．４の範囲を超えると、空気の屈折率またはガラス材料の屈折率に近くなり過ぎるため
に、空気と透光性カバーとの界面での光の反射の防止効果が十分に得られなくなる。屈折
率１．２～１．４の範囲内の保護膜としては、例えば、屈折率１．３６のフッ素樹脂フィ
ルムなどが適しているが、屈折率１．２～１．４の範囲内であればいずれの材料を用いて
もよい。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１記載の照明器具によれば、係止手段で器具本体の開口部を閉塞した透光性カバ
ーを器具本体に係止することにより、この透光性カバーで押圧されるパッキングが透光性
カバーの内面側全周に圧着するとともに透光性カバーの外周面に少なくとも一部が回り込
んで透光性カバーの外周面に圧着するため、保護膜の端部がパッキングに埋もれ、透光性
カバーと保護膜の端部との間への水分の浸入を確実に防止でき、透光性カバーが割れた場
合の保護膜による飛散防止機能を確実に維持できる。
【００１９】
　請求項２記載の照明器具によれば、請求項１記載の照明器具の効果に加えて、透光性カ
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バーに圧着するパッキングの面に複数のひだ部を周方向に沿って形成しているため、各ひ
だ部の部分での透光性カバーに対する圧着力が高まり、透光性カバーの外周面への回り込
みが容易になり、パッキングによる密閉性能を向上できる。
【００２０】
　請求項３記載の照明器具によれば、請求項１または２記載の照明器具の効果に加えて、
屈折率が空気の屈折率と透光性カバーの屈折率との間の値にある保護膜により、空気と透
光性カバーとの界面での光の反射を防止し、照明器具から取り出される光の取出効率を向
上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００２２】
　図１ないし図４に第１の実施の形態を示し、図１は照明器具の一部の断面図、図２は照
明器具の正面図、図３は照明器具の側面図、図４は照明器具の斜視図である。
【００２３】
　図において、11は照明器具で、この照明器具11は、例えば、トンネルの側壁面や天井面
に設置されるトンネル用照明器具である。
【００２４】
　この照明器具11は、器具本体12と透光性カバー13とで構成される密閉容器14内に、光源
15、この光源15を接続するソケット16、光源15と対向しての光を反射させる反射体17、光
源15を点灯させる点灯装置18などが配置されている。
【００２５】
　器具本体12は、長方形の箱状で、正面全体が開口されて長方形状の開口部21が形成され
、この開口部21に対して反対側の外面には設置用の取付脚22が取り付けられている。器具
本体12の開口部21を形成する周面部23には、開口部21側の近傍位置で、外側に向けて折曲
された段部24が形成されている。この段部24は、周面部23の全周にわたって環状に形成さ
れており、開口部21の面と平行な取付面部25、およびこの取付面部25の外側から正面方向
に突出する側面部26を有している。
【００２６】
　器具本体12の段部24には、環状のパッキング27が取り付けられている。なお、図１には
、このパッキング27が透光性カバー13に圧着して弾性変形した状態を実線で示し、弾性変
形前の形状を２点鎖線で示している。このパッキング27は、例えば、シリコーン樹脂製で
、断面が略四角形状に形成され、その一面がシーラントなどの接着剤によって段部24の取
付面部25に接着されている。パッキング27の開口部21に対向する面であって、透光性カバ
ー13に圧着する面に、複数のひだ部28が周方向に沿って形成されている。これらひだ部28
のうち、両外側に位置するひだ部28の突出量および幅も比較的大きく先端が丸まった形状
に形成され、両外側間の内側に位置するひだ部28の突出量および幅も比較的小さく先端が
とがった形状に形成されている。
【００２７】
　器具本体12の周面部23には、器具本体12の内部へ配線を通しながら防水性を保つ防水コ
ネクタ29が取り付けられている。
【００２８】
　また、透光性カバー13は、ＪＩＳ　Ｒ　３２０６で規制する強化ガラス製で、厚みが４
～５ｍｍ、器具本体12の開口部21を閉塞可能とするように開口部21と同形状とする長方形
板状に形成されている。この透光性カバー13の外形寸法は、器具本体12の周面部23の外形
寸法より大きく（段部24の取付面部25の内端側の位置より大きく）、段部24の側面部26の
外形寸法より小さく形成されている。そのため、透光性カバー13で器具本体12の開口部21
を閉塞した状態では、透光性カバー13が段部24の内側に侵入し、透光性カバー13の内面の
周辺部が段部24の取付面部25に対向するとともに、透光性カバー13の周面部が段部24の側
面部26に対向する状態となる。
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【００２９】
　透光性カバー13の内面には、飛散防止膜である保護膜31が図示しない接着層を介して接
着されている。保護膜31の端部は、透光性カバー13の端部の位置を合わせて切断されてい
る。
【００３０】
　保護膜31は、例えば、フッ素樹脂製の透光性フィルムからなり、耐熱温度が１５０℃以
上の耐熱性を有している。接着層についても同等の耐熱性を有している。保護膜31の接着
層も含めた厚みは８０μｍ以上であり、好ましくは、保護膜31の厚みが１００μｍ程度、
接着層の厚みが３０～５０μｍであるとともに、保護膜31の厚みを１とした場合の接着層
の厚みの割合は０．２～０．５である。
【００３１】
　保護膜31の屈折率は空気の屈折率とガラス製の透光性カバー13の屈折率との間の値にあ
り、この保護膜により空気と透光性カバー13との界面における屈折率差が小さくなり、光
の干渉作用による光の反射を抑制する機能を有する。そして、保護膜31の屈折率は、空気
の屈折率が１、ガラス製の透光性カバー13の屈折率が約１．５であるため、１．２～１．
４の範囲内にあることが好ましい。屈折率１．２～１．４の範囲内にあれば、空気と透光
性カバー13との界面における屈折率差が小さくなり、光の干渉作用による光の反射を抑制
する機能を十分に果たすことができる。この屈折率１．２～１．４の範囲を超えると、空
気の屈折率またはガラス製の透光性カバー13の屈折率に近くなり過ぎるために、空気と透
光性カバー13との界面における屈折率差が大きくなり、光の干渉作用による光の反射の抑
制効果が十分に得られなくなる。屈折率１．２～１．４の範囲内の保護膜としては、屈折
率１．３６のフッ素樹脂製の透光性フィルムなどが適している。
【００３２】
　透光性カバー13の保護膜31を含めた光透過率は８７％以上である。
【００３３】
　また、透光性カバー13は、係止手段34によって器具本体12に開閉可能かつ開口部21の閉
塞状態で係止可能としている。この係止手段34は、透光性カバー13の長辺の一側を器具本
体12に回動可能に連結する複数のヒンジ35と、開口部21を閉塞した透光性カバー13の長辺
の他側を器具本体12に係止する複数のフック36とを備えている。
【００３４】
　ヒンジ35は、透光性カバー13にねじ止め固定されるヒンジ金具37と器具本体12にねじ止
め固定されるヒンジ金具38とがヒンジ軸39によって回動可能に連結されている。
【００３５】
　フック36は、透光性カバー13にねじ止め固定される引掛金具40と、器具本体12にねじ止
め固定されるフック本体41を有している。透光性カバー13への引掛金具40の取付構造では
、透光性カバー13の外面にシート状パッキング42を介して引掛金具40が配置され、透光性
カバー13の内面にパッキング43を介して押え板44が配置され、取付ねじ45が引掛金具40、
シート状パッキング42、透光性カバー13、パッキング43、押え板44に挿通され、取付ねじ
45の先端にナット46が螺合されて締め付けることにより固定されている。なお、透光性カ
バー13へのヒンジ35の取付構造も同様の構造になっている。また、フック本体41は、引掛
金具40の引掛部40aに着脱可能に引っ掛けられてフック本体41の係止操作で器具本体12側
に引き寄せるためのフック金具47を有している。シート状パッキング42は引掛金具40と透
光性カバー13との隙間に介在する大きさで配設されており、引掛金具40が配置されていな
い透光性カバー13の外表面には設けられていない。
【００３６】
　また、光源15は、片口金形の蛍光ランプであり、２本用いられていて器具本体12内に並
列に配置されている。さらに、反射体17は、各光源15と光学的に対向して器具本体12の開
口部21へ向けて拡開するように形成されている。
【００３７】
　そして、透光性カバー13がヒンジ35を介して器具本体12から開放され、器具本体12の開
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口部21が開口された状態においては、器具本体12内の光源15の交換やメンテナンスが可能
となっている。
【００３８】
　この透光性カバー13の開放状態では、パッキング27に対して透光性カバー13による押圧
がないため、パッキング27は、図１に２点鎖線で示すように、押圧による弾性変形前の状
態にパッキング27の弾性によって復帰している。
【００３９】
　また、器具本体12の開口部21を透光性カバー13で閉塞する場合には、透光性カバー13が
ヒンジ35を介して器具本体12に閉じられることにより、透光性カバー13が開口部21の内側
に侵入し、透光性カバー13の内面の周辺部全周がパッキング27に当接する。フック36のフ
ック金具47を透光性カバー13の引掛金具40に引っ掛けてフック本体41を係止操作すること
により、フック金具47および引掛金具40を介して透光性カバー13を器具本体12側に引き寄
せて係止する。
【００４０】
　フック36によって、パッキング27に当接している透光性カバー13が器具本体12側にさら
に引き寄せられることにより、透光性カバー13の内面の周辺部全周がパッキング27を押圧
し、パッキング27が透光性カバー13の押圧に対して弾性変形しながら透光性カバー13の周
辺部全周に圧着する。すなわち、パッキング27が透光性カバー13の内面に圧接するととも
に、透光性カバー13の外周部よりはみ出ているパッキング27の部分が透光性カバー13の外
周面に回り込んで透光性カバー13の外周面に圧着する。
【００４１】
　この状態では、透光性カバー13の内面に接着されている保護膜31の端部がパッキング27
に埋もれて水密な状態となるため、透光性カバー13と保護膜31の端部との間への外部から
の水分の浸入が抑制され、保護膜31の剥離を確実に防止できる。そのため、透光性カバー
13が割れた場合の保護膜31による飛散防止機能を確実に維持できる。
【００４２】
　さらに、透光性カバー13に圧着するパッキング27の面に複数のひだ部28を周方向に沿っ
て形成しているため、各ひだ部28の部分での透光性カバー13に対する圧着力が高まり、透
光性カバー13の外周面への回り込みが容易になり、パッキング27による密閉性能を向上で
きる。
【００４３】
　なお、透光性カバー13に圧着するパッキング27の面に複数のひだ部28を設けることが好
ましいが、平面状でも必要な性能が得られる。
【００４４】
　ところで、透光性カバー13の内面に保護膜31を配置しない場合、保護膜31を配置する場
合に比べて、光透過率が高いが、空気の屈折率と透光性カバー13の屈折率の差によって光
干渉作用が生じ、界面での光の反射が多く発生する。
【００４５】
　それに対して、透光性カバー13の内面に保護膜31を配置することにより、保護膜31を含
む透光性カバー13の光透過率は保護膜31を配置しない場合に比べて低下するものの、保護
膜31の屈折率が空気の屈折率と透光性カバー13の屈折率との間の値であるため、空気と透
光性カバー13との界面における屈折率差が小さくなり、光の干渉作用による光の反射を防
止でき、その結果、保護膜31および透光性カバー13を透過して照明器具11の外に取り出さ
れる光取出効率は、保護膜31を配置しない場合の光取出効率に比べて低下することはなく
、８７％以上の光取出効率が得られる。
【００４６】
　この透光性カバー13の内面に保護膜31を配置した照明器具11において、光源として３６
０Ｗの高圧ナトリウムランプを用いて試験を実施したところ、保護膜31を配置しない場合
に比べて、初期の光取出効率は同等か５％以内で上昇し、また、経年変化によって透光性
カバー13が黄色くなる黄変が進み、これに伴う透過率低下が生じても、初期の透過率に対
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する効果があった。
【００４７】
　また、図５に示す第２の実施の形態のように、光源15としては、メタルハラルドランプ
や高圧ナトリウムランプなどの高圧放電ランプを用いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す照明器具の一部の断面図である。
【図２】同上照明器具の正面図である。
【図３】同上照明器具の側面図である。
【図４】同上照明器具の斜視図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態を示す照明器具の正面図である。
【符号の説明】
【００４９】
　11　　照明器具
　12　　器具本体
　13　　透光性カバー
　15　　光源
　21　　開口部
　27　　パッキング
　28　　ひだ部
　31　　保護膜
　34　　係止手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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